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1 序
G を連結な簡約複素代数群、(G,K) を対称対とする。つまりある包含的自己同型 θ ∈

Aut(G), θ2 = 1 に対してK = Gθ とする。このとき θ はリー環 g の位数 2 の自己同型を
引き起こすが、その ±1 の固有空間分解を g = k + s と書く。k は K のリー環であると
同時に θ の +1 固有空間であり、s は −1 固有空間である。s の冪零元全体のなす集合を
N (s) と書けば、これは閉部分多様体 (冪零多様体) であり、N (s) 上の K軌道を 対称対
の冪零軌道 と呼ぶことにする。この予稿では、時間の制約で講演では発表できない部分
も含めて、対称対の冪零軌道に関して以下を報告する。

対称対の冪零軌道の個数の母関数: Kostant-Rallis によってN (s) 上の K 軌道の個数は
有限であることが知られており、特に G が古典群の場合には符号付き Young 図形
を用いた組み合わせ論的な分類が知られている [CM]。本講演では、Gが古典群の場
合の対称対の冪零軌道の個数の母関数を与える。

余次元 1の隣接関係によるグラフ: 同一の G 軌道を生成するN (s)上の 2つの冪零 K 軌
道が、余次元 1の境界を共有するとき、2つの冪零 K 軌道は余次元 1で隣接すると
定義する。余次元 1で隣接する 2つの冪零K軌道の間に辺を引くことにより得られ
るグラフを軌道グラフと呼ぶ。以下では、古典型の群に対する軌道グラフの具体的
記述、グラフの連結成分の個数の決定などの問題に対して解答を与える。これは組
合せ論的問題であるが、以下のように表現論的問題と関連している。

既約Harish-Chandra加群の隨伴多様体と余次元 1の隣接関係: s上の冪零 K 軌道とそ
の閉包は、表現論の観点からは Harish-Chandra 加群 (以下HC加群) の隨伴多様体
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として現れる。実際 X を既約な HC 加群とするとその隨伴多様体 AV(X) は冪零
K 軌道 OK

i ∈ N (s)/K (i = 1, . . . , `) によって

AV(X) =
∪`

i=1
OK

i (代数多様体としての既約分解) (1)

と分解する。このとき、Vogan の定理 (定理 1 [V, Th 4.6]) より、OK
i たちが互いに

余次元 1 で隣接していなければ、実は ` = 1 であって、AV(X) = OK
1 は既約であ

る。このことから、一般に、隨伴多様体 AV(X) が可約の場合には、{OK
i }`

i=1 は余
次元 1 で連結ではないのかと期待される。

この傍証として、AIII 型の対称対の場合には、同一のG軌道を生成する冪零K軌
道たちのグラフの連結成分が隨伴多様体の既約分解を与えるような既約HC加群が
存在することを報告する。

原稿の改訂について

この原稿は、表現論シンポジウムにて配布された講演集に収録されたものと重大な相
違がある。最大の相違は、この原稿中の予想 2 が、配布された講演集では “定理” となっ
ている点である。講演時点での “定理” の証明には欠陥が発見され、それは現在に至るま
で修復されていない。詳しい経緯については本文中の注意 3 を参照していただきたいが、
講演時の誤った報告によって聴衆の方々にご迷惑をおかけしたことをお詫びする。
原稿は、講演時点での誤りを訂正するために、最小限の改訂を行ったが、過誤の影響は
大きく、定理番号なども元の原稿から変更を余儀なくされた。
また、原稿の訂正については、講演集の編集者の方々に多大な労力を割いていただい
た。編集者のご高配に深謝する。

2 余次元1の隣接関係
第 1節に引き続き、複素簡約対称対 (G,K) を考える。g 上の冪零 G 軌道 OG をとっ
たとき、

OG ∩ s =
∐m

i=1
OK

i (2)

は、s上の冪零K軌道への分解である。ただし、式 (1)の番号付けとは異なることに注意
する。また、冪零K軌道 OK

i たちは、その次元が等しく、OG の Lagrange 部分多様体で
ある。G が古典型であり、OG が Young 図形 λ でパラメトライズされるときは、OG

λ と
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書くこともあり、OK
i が後述の符号付き Young 図形 T でパラメトライズされるときは、

OK
T と書くこともある。
g 上の冪零 G 軌道 OG に対して、グラフ Γ(OG) を、

頂点: OK
1 , OK

2 , . . . , OK
m

辺: 2つのK軌道 OK
i と OK

j が余次元 1で隣接するときに限り、その間に辺を引く

により定める。これを軌道グラフと呼ぶ。
次に、X を既約HC (g, K) 加群とし、第 1節のように

AV(X) =
∪`

i=1
OK

i (代数多様体としての既約分解)

と分解すると、どの K軌道 OK
i も、g上の同一の冪零G軌道を生成することが知られて

おり、その G 軌道を OG
X と書くことにする。実際、原始イデアル Ann(X) の隨伴多様体

が OG
X である。したがって、{OK

1 , . . . , OK
` } はグラフ Γ(OG

X) の頂点の部分集合であり、
余次元 1の隣接関係で辺を引くことにより、Γ(OG

X) の充満部分グラフが定義される。こ
れを AVΓ(X) と書くことにする。
次の定理は、Vogan [V, Th. 4.6] の定理からただちに従う。

定理 1 (Vogan). X を既約HC (g, K) 加群とする。もし AV(X) が可約な多様体 (つまり
` ≥ 2) であれば、OK

i の境界 ∂OK
i = OK

i \ OK
i はOK

i において余次元 1 である。

この余次元 1 の境界は、他の軌道に境界として共有されていることもあれば、そうで
ないこともある。また、余次元 1 の境界を全く含まないような冪零軌道も存在する。

Voganの定理より、多少楽天的すぎるが、次のような予想が自然と思い浮かぶ。

予想 2. X を既約HC加群とするとき、軌道のグラフ AVΓ(X) は連結である。すなわち、
隨伴多様体の既約分解AV(X) =

∪`
i=1 OK

i に現れる任意の 2つの K 軌道 OK
i と OK

j に
対して、K 軌道の列OK

i = OK
i0

, OK
i1

, . . . OK
it = OK

j が存在して (1 ≤ is ≤ `)、OK
is と OK

is+1

は余次元 1で隣接する。

注意 3. 表現論シンポジウムの講演では、この予想を “定理” として報告したが、その後、
証明に重大な欠陥が見つかり、現在に至るまでも修復されていない。一方、表現論シンポ
ジウム後に、松本久義氏から、A型以外で反例が見つかるのではないかとのコメントが寄
せられている。しかし、後述の AIII 型の対称対の場合のように、予想が成り立つ HC 加
群が多数あることも事実である。講演時の状況を伝えるために、ここでは予想のまま1と
しておく。

1正しくなければ予想とは言わないのだそうだが...
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他方、次の定理が知られている ([N])。

定理 4. OG が g 上の偶冪零軌道である、つまり、weighted Dynkin 図形のラベルが 0 ま
たは 2 であるとき、OG を Richardson 軌道とするような放物型部分群から誘導した退化
主系列表現 π に対して、

Γ(OG) = AVΓ(π)

となる。

もし予想が正しければ、この定理より偶冪零軌道の軌道グラフ Γ(OG) は連結でなけれ
ばならないが、実際に、古典型の場合には、偶冪零軌道の軌道グラフは個別にチェックし
てみれば連結であることが分かる (定理 18)。
以上の考察から、自然に次の問題が考えられる。はじめの 2つは表現論的問題であり、
残りの 3つはそれらに関係する組合せ論的問題である。

問題 5. OG を g 上の冪零 G 軌道とする。
(0) 既約HC加群 X に対して、X の隨伴グラフ Γ(OG) は連結であるか? もし連結でな
いなら、隨伴グラフが連結になるための条件を与えよ。

(1) 軌道のグラフ Γ(OG) が連結のとき、Γ(OG) = AVΓ(X) なる既約HC加群 X は存
在するか。

(2) より一般に、グラフ Γ(OG) の連結成分である部分グラフ Z ⊂ Γ(OG) に対して、
Z = AVΓ(X) なる既約HC加群 X は存在するか。

(3) 軌道のグラフ Γ(OG) の構造を明らかにせよ。
(4) Γ(OG) の連結成分の個数を求めよ。
(5) OG ∩ s 内の K 軌道の個数を求めよ。

以下で対称対の型ごとに、これらの問題のうちの一部に解答を与える。

3 対称対の冪零軌道の個数の母関数
この節では、問題 5 (5)に対する解を与える。古典型の対称対の冪零軌道に対する、K

軌道の分類、軌道の間の閉包関係などの構造は、太田氏 [O]により与えられており、以下
で行う型ごとの解析においては、その結果を本質的に用いている。また、型ごとの解析に
ついては沼田泰英氏の貢献が大きい。
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3.1 AIII型: (GLp+q(C), GLp(C) × GLq(C))

n = p+q とし、GLn(C)をGLn などと書くことにする。対称対 (G,K) = (GLn, GLp×
GLq) を考える。このとき、g = gln, k = glp ⊕ glq, s ' Mat(p, q) ⊕ Mat(q, p) である。gln
上の冪零 GLn 軌道は、nの分割、あるいは同じことだが、サイズ n の Young 図形でパ
ラメトライズされるので、OG

λ (λ は n の分割) と書くことにする。さらに、OG
λ ∩ s は K

軌道に分解するが、そこに現れる K 軌道は、λ 上の符号数 (p, q) の符号付き Young 図
形でパラメトライズされることが知られている:

OG
λ ∩ s =

∐
T∈SYD(λ;p,q)

OK
T .

ここに、SYD(λ; p, q) は、λ 上の符号数 (p, q) の符号付き Young 図形全体の集合である。
λ 上の符号数 (p, q) の符号付き Young 図形とは、Young 図形 λ に、+ を p 個と − を
q 個、各箱に 1つずつ埋めたものであり、行方向には +, − が交互になっているものであ
る。また、行の交換で一致するような符号付き Young 図形どうしは同一視する。s 上の
冪零 K 軌道の個数の母関数が次で与えられる。

定理 6. n の分割 λ を重複度 mi を用いて λ = (1m12m2 · · ·nmn) と書いたとき、∑
p,q≥0, λ`p+q

# SYD(λ; p, q) · ap bq tλ

=
∞∏

k=1

1

(1 − akbkt2k)2
· 1

1 − ak−1bkt2k−1

· 1

1 − akbk−1t2k−1

.

ただし tλ = tm1
1 tm2

2 . . . と書いた。これは、変数が a, b, t1, t2, . . . の形式的冪級数環におけ
る等式である。

3.2 BDI型: (Op+q(C), Op(C) × Oq(C))

n = p + q とし、On(C) をOn などと書くことにする。対称対 (G,K) = (On, Op × Oq)

を考える。このとき、g = on, k = op ⊕ oq, s ' Mat(p, q) である。on 上の冪零 On 軌道
は、サイズ n の Young 図形であって、各偶数 2s に対して、長さが 2s の行は偶数行であ
るようなものでパラメトライズされる。言い換えると、長さ奇数で 1行からなる Young

図形と、等しい偶数の長さを持つ 2行からなる Young 図形を上下に積み重ねてできるよ
うなサイズ n の Young 図形でパラメトライズされる。このような Young 図形の基本単
位を (BDI型の Young 図形の) プリミティブ と呼ぶことにする。サイズ n のBDI型の
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Young 図形全体の集合を、YDBDI(n) と表す。さらに、Young 図形 λ でパラメトライズ
される g 上の G 軌道OG

λ に対して、OG
λ ∩ s は K 軌道に分解するが、そこに現れる K

軌道は、λ 上の符号数 (p, q) の符号付き Young 図形であって、BDI 型の符号付き Young

図形のプリミティブ

ab · · · ba (長さ奇数. {a, b} = {+,−}),

ba · · · ba
ab · · · ab

(長さ偶数. {a, b} = {+,−})

から構成されるものでパラメトライズされることが知られている。λ上の符号数 (p, q)の
符号付き Young 図形であって、BDI 型に対応するもの全体の集合を、SYDBDI(n) と表
す。s 上の冪零 K 軌道の個数の母関数が次で与えられる。

定理 7. BDI 型の Young 図形 λ を重複度 mi を用いて λ = (1m12m2 · · ·nmn) と書いた
とき、 ∑

p,q≥0, λ∈YDBDI(p+q)

# SYDBDI(λ; p, q) · ap bq tλ

=
∞∏

k=1

1

1 − a2kb2kt22k

· 1

1 − ak−1bkt2k−1

· 1

1 − akbk−1t2k−1

.

3.3 CI, CII, DIII型

AIII型、BDI型と同様にして、CI、CII、DIIIの各型についても、対称対の冪零軌道の
個数の母関数がわかる。以下 § 3.1, § 3.2 と同じように、リー群・リー代数はすべて複素
である。

CI型: (G,K) = (Sp2n, GLn). 対称対の冪零軌道を分類する集合 SYDCI(λ; 2n) は、符
号数 (n, n) の符号付き Young 図形であってプリミティブ

ab · · · ab (長さ偶数. {a, b} = {+,−}),

ab · · · ba
ba · · · ab

(長さ奇数. {a, b} = {+,−})

で構成されるものである。サイズ 2n のCI型の Young 図形は、符号付き Young 図形の
符号を忘れたものであり、全体の集合を YDCI(2n) で表す。すると、s 上の冪零 K 軌道
の個数の母関数が次で与えられる。
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定理 8. CI 型の Young 図形 λ を重複度 mi を用いて λ = (1m12m2 · · · 2nm2n) と書いた
とき、∑

n≥0, λ∈YDCI(2n)

# SYDCI(λ; 2n) · an bn tλ

=
∞∏

k=1

1

(1 − akbkt2k)2
· 1

1 − a2k+1b2k+1t22k+1

CII型: (G,K) = (Sp2p+2q, Sp2p × Sp2q). 対称対の冪零軌道をパラメトライズする集合
SYDCII(λ; 2p, 2q) は、符号数 (2p, 2q) の符号付き Young 図形であってプリミティブ

ab · · · ba
ab · · · ba

(長さ奇数. {a, b} = {+,−}),

ba · · · ba
ab · · · ab

(長さ偶数. {a, b} = {+,−})

で構成されるものである。サイズ 2p + 2q のCII型の Young 図形は、符号付き Young 図
形の符号を忘れたものであり、全体の集合を YDCII(2p + 2q) で表す。すると、s 上の冪
零 K 軌道の個数の母関数が次で与えられる。

定理 9. CII 型の Young 図形 λ を重複度 mi を用いて λ = (1m12m2 · · · ) と書いたとき、∑
p,q≥0, λ∈YDCII(2p+2q)

# SYDCII(λ; 2p, 2q) · a2p b2q tλ

=
∞∏

k=1

1

1 − a2k+2b2kt22k+1

· 1

1 − a2kb2k+2t22k+1

· 1

1 − a2kb2kt22k

DIII型: (G,K) = (O2n, GLn). 対称対の冪零軌道を分類する集合 SYDDIII(λ; 2n) は、
符号数 (n, n) の符号付き Young 図形であってプリミティブ

ba · · · ba
ba · · · ba

(長さ偶数. {a, b} = {+,−}),

ab · · · ba
ba · · · ab

(長さ奇数. {a, b} = {+,−})

で構成されるものである。サイズ 2n のDIII型の Young 図形は、符号付き Young 図形
の符号を忘れたものであり、全体の集合を YDDIII(2n) で表す。すると、s 上の冪零 K 軌
道の個数の母関数が次で与えられる。
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定理 10. DIII 型の Young 図形 λ を重複度 mi を用いて λ = (1m12m2 · · · ) と書いたとき、∑
n≥0, λ∈YDDIII(2n)

# SYDDIII(λ; 2n) · an bn tλ

=
∞∏

k=1

1

(1 − a2kb2kt22k)
2
· 1

1 − a2k+1b2k+1t22k+1

4 軌道のグラフ Γ(OG) の組合せ論的記述
この節では、問題 5 (3) と (4) に対する解を与える。まず AIII 型対称対 (G,K) =

(GLn, GLp × GLq) (n = p + q) を考え、グラフを記述するために記号の準備をする。
gln 上の冪零 GLn 軌道 OG

λ に対して、軌道グラフ Γ(OG
λ )の頂点OK

T (T ∈ SYD(λ; p, q))

を以下のように k 次元空間 Rk に実現する。分割 λ を

λ = (i1, . . . , i1, i2, . . . , i2, . . . , ik, . . . , ik) = (i
m(i1)
1 , i

m(i2)
2 , . . . , i

m(ik)
k )

i1 > i2 > · · · > ik, m(ij) > 0 (1 ≤ j ≤ k)

と重複度 m(ij) を用いて書くと、λ を Young 図形と見たとき、長さ ij の行が m(ij) 行あ
ることになる。このとき、符号付き Young 図形 T ∈ SYD(λ; p, q) においては、m(ij) 行
のうちの何行かが + で始まり、残りが − で始まる。T において、長さ i であって + で
始まる行の数を m+(i) と書く。そして、OK

T を

π(T ) = (m+(i1),m
+(i2), . . . , m

+(ik)) ∈ Zk
≥0 ⊂ Rk (3)

により Rk に実現する。すると、軌道のグラフ Γ(OG
λ ) の組合せ論的記述が次のように与

えられる。

定理 11. λ を n の分割とし、SYD(λ; p, q) を λ上の符号数 (p, q) の符号付き Young 図形
全体の集合とする。すると、対称対の冪零軌道のグラフ Γ(OG

λ )は、その頂点が {OK
T ; T ∈

SYD(λ; p, q)} であり、2頂点 OK
T と OK

T ′ の間に辺があるのは、軌道を式 (3)によりRkに
実現したとき、π(T ) − π(T ′) が、集合 {±(ei − ei+1) 1 ≤ i ≤ k − 1} ∪ {±ek} に属すると
きに限る。ここに、ei は第 i成分のみ 1であるような Rk の単位ベクトルである。

Proof. 対称対の冪零軌道の次元は Young 図形から求まり、また、閉包関係は [O]により
与えられているので、それを読み換えればよい。
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このグラフの記述により、グラフの連結成分の個数がわかり、問題 5 (4)に答えること
ができる。まず、サイズ nの Young 図形 λ において 2つの隣接する列の長さが等しいと
き、その 2列を削ってできる Young 図形を λ′ (サイズ n′) とすると、gln 上の冪零軌道
OG

λ と、gln′ 上の冪零軌道 OG′

λ′ ではグラフの連結成分の個数が一致することがわかる。こ
のように 2列を繰り返し除くと、重複のない列の長さ k1 > k2 > · · · > kr を持つヤング図
形2 に帰着するから、その場合に連結成分の個数を求めればよい。

定理 12. このとき軌道のグラフ Γ(OG′

λ′ ) は完全非連結 (離散グラフ) であって、その連結
成分の個数 (つまり頂点の数) は、

br/2c∏
i=1

(1 + t + · · · + tk2i−1−k2i)

∣∣∣∣
td
×

b(r−1)/2c∏
i=1

(1 + k2i − k2i+1)

で与えられる。ただし、第 1因子の |tdは、tdの係数を取り出すという意味であり、dは、
λ の符号数 (p, q) の符号付き Young 図形において、長さ奇数の行のうち + で始まる行の
行数である。特に dは、λ, p, q から決まる非負整数である。

Proof. 軌道のグラフ Γ(OG
λ ) の記述を精密に見て、単純な連結グラフの直積の直和に書き

直すことができ、その表示から連結成分の個数もわかる。しかし、その表示についてはこ
こでは省略する。

特に、軌道のグラフ Γ(OG
λ ) が連結になるための条件も直ちにわかる。

定理 13. AIII型対称対 (GLn, GLp × GLq) (n = p + q) において、軌道のグラフ Γ(OG
λ )

(λ = (λ1, λ2, . . . , λu))が連結になるための必要十分条件は、ある t = 0, 1, . . . , uに対して、
λ1, . . . , λtがすべて奇数, かつ, λt+1, . . . , λuがすべて偶数であることである。特に連結性
は p, q によらない。

この節のここまでは AIII型対称対について述べてきたが、他の型の対称対についても、
グラフの記述は可能である。ただ、この報告では連結成分の個数と連結性の条件だけを記
しておく。ki や d の記号は、AIII型のときと同じ意味である。

定理 14. BDI型対称対 (G,K) = (Op+q, Op × Oq) に対して、軌道のグラフ Γ(OG
λ ) (λ =

(λ1, λ2, . . . , λu) ∈ YDBDI(n)) の連結成分の個数は、

br/2c∏
i=1

(1 + t + · · · + tk2i−1−k2i)

∣∣∣∣
td

2つまり tλ = (k1, k2, . . . , kr).
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である。
したがって、Γ(OG

λ ) が連結であるための必要十分条件は、次の 3条件のいずれかが成
立することである。

(i) ある 0 ≤ s ≤ t ≤ u に対して、λ1, . . . , λs が偶数、λs+1, . . . , λt が奇数、λt+1, . . . , λu

が偶数である。

(ii) d = 0.

(iii) d が λ の長さ奇数の行数に等しい。

定理 15. CI 型対称対 (G,K) = (Sp2n, GLn) に対して、軌道のグラフ Γ(OG
λ ) (λ =

(λ1, λ2, . . . , λu) ∈ YDCI(n)) の連結成分の個数は、

b(r−1)/2c∏
i=1

(1 + k2i − k2i+1)

である。
したがって、Γ(OG

λ ) が連結であるための必要十分条件は、ある t = 0, 1, . . . , u に対し
て、λ1, . . . , λtがすべて奇数, かつ, λt+1, . . . , λuがすべて偶数であることである。

定理 16. CII型対称対 (G,K) = (Sp2p+2q, Sp2p × Sp2q) に対して、軌道のグラフ Γ(OG
λ )

(λ = (λ1, λ2, . . . , λu) ∈ YDCII(n)) の連結成分の個数は、

br/2c∏
i=1

(1 + t + · · · + t(k2i−1−k2i)/2)

∣∣∣∣
td

である。
したがって、Γ(OG

λ ) が連結であるための必要十分条件は、次の 3条件のいずれかが成
立することである。

(i) ある 0 ≤ s ≤ t ≤ u に対して、λ1, . . . , λs が偶数、λs+1, . . . , λt が奇数、λt+1, . . . , λu

が偶数である。

(ii) d = 0.

(iii) d が λ の長さ奇数の行数に等しい。
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定理 17. DIII型対称対 (G,K) = (O2n, GLn) に対して、軌道のグラフ Γ(OG
λ ) (λ =

(λ1, λ2, . . . , λu) ∈ YDDIII(n)) の連結成分の個数は、

b(r−1)/2c∏
i=1

(1 + (k2i − k2i+1)/2)

である。
したがって、Γ(OG

λ ) が連結であるための必要十分条件は、ある t = 0, 1, . . . , u に対し
て、λ1, . . . , λtがすべて奇数, かつ, λt+1, . . . , λuがすべて偶数であることである。

以上、各古典型の軌道グラフの具体的な記述より次の定理が得られる。

定理 18. 古典型の対称対 (G,K) に対して、偶冪零軌道 OG の軌道グラフ Γ(OG) は連結
である。

5 Harish-Chandra加群の隨伴多様体
この節の内容は Peter Trapa 氏との共同研究の結果である. この節ではAIII型につい
てのみ記す。他の型の対称対に対しても同様の結果が成立すると思われるが、現在は予想
である。また問題 5 (2)に対しても、AIII型の肯定的な解答がほぼ得られている。
次の定理は、問題 5 (1)に対する、AIII型の場合の解答である。

定理 19. AIII型対称対 (G,K) = (GLn, GLp × GLq) に対して、軌道のグラフ Γ(OG) が
連結であるとき, 随伴多様体が OG ∩ s である既約Harish-Chandra加群が存在する.

定理 4 により、OG
λ が偶軌道であるときは、定理 19 は成立していることに注意してお

く。この定理の証明の概略を以下に記す。まず定理 13より、直ちに次の補題が得られる。

補題 20. サイズ n の Young 図形 λ であって、軌道グラフ Γ(OG
λ ) が連結であるようなも

のを考える。λ から同じ長さの 2つの列を取り除く操作を繰り返すと、空な Young 図形
に到達するか、1列しかない Young 図形に到達するかのいずれかである。特に、いずれ
にしても偶軌道をパラメトライズする Young 図形に到達する。
逆に言えば、偶冪零軌道をパラメトライズする Young 図形から出発して、同じ長さの

2列を付け加える操作を適当に繰り返すと、λ に到達できる。

次の補題が、定理 19の証明を完結する。
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補題 21 (Matumoto-Trapa [MT]). λをサイズ n = p+ q の Young図形で、長さ k の列が
2列あるものとし、µ を、λ から長さ k の 2列を取り除いたサイズ n− 2k の Young 図形
とする。軌道のグラフ Γ(OG′

µ ) (したがって Γ(OG
λ ) も) が連結であり、Γ(OG′

µ ) = AVΓ(X ′)

となるような対称対 (G′, K ′) = (GLn−2k, GLp−k ×GLq−k) の既約HC加群 X ′ があるとす
る。このとき、誘導された加群 X = IndGR

PR
(X ′ ⊗ | det |ν) は、Γ(OG

λ ) = AVΓ(X) を満た
す。ここに、PR ⊂ U(p, q) は、その Levi パートが U(p − k, q − k) × GL(k; C) であるよ
うな実放物型部分群である。

偶冪零軌道から出発して、この補題を繰り返し用いれば、Γ(OG
λ ) が連結になるような

任意の OG
λ に対して、Γ(OG

λ ) = AVΓ(X) を満たす既約HC加群 X が存在することがわ
かり、定理 19が証明される。
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Boston, MA, 1991.

12


